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平成２３年（2011）1月1日
歴史・文化の継承と創造

No.
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
二
十
三
年
の
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町

政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
本
町
の
一
層
の
躍
進
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
や
、
こ
の
冬
の

世
界
的
な
寒
波
傾
向
な
ど
、
地
球
環
境
に

も
や
や
異
変
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
政
で
は
、
六
月
に
新

し
い
菅
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
地
方

公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
き
び
し
く
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
生
活
圏
域
の
拡

大
な
ど
多
様
化
し
た
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
本
町
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し
て
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
活
性
化
」を
啓
発
・

支
援
し
な
が
ら
、
町
民
に
「
松
島
町
に
住

む
誇
り
」
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

の
先
に
つ
な
が
る
「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
松
島
」・「
地
域
の

均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
指
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」、「
防
災
」、「
観
光
」
を
基
軸
と
し

た
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
す
。
町

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
は
地
域
住
民
の
相
互

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
が
開
始
さ
れ
た
「
手
樽

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」、「
松
島
東
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
加
え
、
現
在
建
設
中

の
「
本
郷
区
集
会
施
設
」
な
ど
に
よ
り
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
団
体
等
の
活
動
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　　

次
に
「
防
災
」
で
す
。
近
い
将
来
に
発

生
が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
等
の
災

害
か
ら
私
た
ち
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
施
設
整
備
や

一
般
住
宅
の
耐
震
化
、
ま
た
、
地
域
の
防

災
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る
防
災
対
策
を
総
合

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
観
光
」
は
、
幅
広
い
年
代
層
や
外
国
人

観
光
客
に
対
し
て
も
「
ま
た
来
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
松
島
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
食
等
の
地
域
資
源
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
施
策
を
推
進
し
、

観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
人
口
の
さ

ら
な
る
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

た
め
に
も
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
今

後
も
徹
底
し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

り
な
が
ら
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を

持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
松
島
町
の
実

現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、

将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
二
十
三
年

が
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
が
絶
え
な
い
良
き

年
に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年生まれ�年生まれ�

年男�
年女�大集合!!大集合!!大集合!!

昭和２年生まれ　
本村直二郎さん（松島）

今年も健康で元気に過ご

せますように

大正４年生まれ　

佐々木 愿 さん（根廻）
すなお

社会のために、みんなの

ために元気で頑張ります

昭和 62 年生まれ　
丹野麻美さん（松島）

新しい家族が1人増える

ので、風邪をひかないよ

うに頑張ります！

昭和 50 年生まれ　
小川真儀さん（磯崎）

弁護士として町民の皆さ

まの力となれるよう、元

気に頑張ります！

昭和 26 年生まれ　
及川英子さん（磯崎）

育児セミナーを受講した

ので、子どもたちと一緒

に頑張ります！

平成１１年生まれ　
大友葵衣さん（幡谷）

勉強を頑張って、最高学

年としてみんなを引っ

張っていきたいです！

昭和 38 年生まれ　
樫崎浩美さん（高城）

卯年生まれなので、弾み

をつけて頑張ります！

昭和 14 年生まれ　
土井 d 夫さん（手樽）

町民の皆さんが、健康で

元気に暮らせる年になり

ますように

※（　）内は在住地区または出身地区
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▲町内での開催なので気軽に
参加できました

　町では、ハローワーク塩釜と独立

行政法人雇用 ･能力開発機構宮城セ

ンターの協力を得て、１１月３０日に

中央公民館で「1日ハローワーク in

松島」を開催しました。　

　これは、就職を希望する町民に就

職活動を始める手がかりにしてもら

うもので町内で初めて開催しました。

　当日は、事前に予約申込みをした

約２０人が参加。ハローワーク塩釜

の職員による職業紹介や職業相談、

独立行政法人雇用 ･能力開発機構宮

城センターの職員による適職診断や

技術訓練などの紹介が行われ、参加

した方々は、熱心に説明を受けてい

ました。

１日ハローワーク
in松島を開催

▲スクリーンを使っての P R コーナーを
設けました

▲焼きあがるのが待ち遠しい

▲無料試食コーナーは、長蛇の列ができるほど大盛況でした

▲あつあつのかきを
ほおばりました

　第5回松島大漁かきまつりｉｎ磯

島が１１月２３日に磯島で開催されま

した。当日はあいにくの雨模様でし

たが、大勢の観光客が松島のかきを

味わおうと集まりました。

　開会に先立ち赤間庄三実行委員長

が「夏の猛暑による影響もありまし

たが、１０月以降は実入りが良いです。

松島の新鮮なかきを存分に堪能して

楽しんでください」と挨拶しました。

殻付きかきやかき汁の試食コーナー

も設置され、観光客は買い求めたば

かりの新鮮な海産物をほおばってい

ました。

　また、会場には町内で取れた農産

物を販売する地産地消コーナーが出

店されたり、地元出身のお笑い芸人

ニードルも登場し会場を盛り上げて

いました。

第５回松島大漁かきまつり
in磯島を開催

▲おいしさに笑顔が自然にこぼれます
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　町では、屋根や外壁、床など老朽

化していた健康館デイサービスセン

ターの環境整備工事を行いました。

１１月１７日に視察に訪れた大橋町長

へ、施設の利用者から花束が贈呈さ

れ、「外は寒いですが、中に入るとと

ても暖かく、床もふかふかでぐっす

り眠れるようになりました」と感謝

の言葉が伝えられました。

　大橋町長は「皆さんが健康で快適

な毎日がすごせるように工事を行い

ました。こんなに喜んでいただき本

当に良かったです」と挨拶を返して

いました。

　また、児童福祉に取り組んでいる

希望園や保育所の床やトイレなども

改修しました。町では、今後も福祉

行政の充実を目ざし福祉施設の改修

を進めます。

福祉行政の充実を目指して
福祉施設を改修

▲第一小学校の5年生は食材の生産者と
一緒に給食を食べながら楽しく交流
しました

▲松島産はおいしい

▲昇降口に並んだ地場産品

▲施設の利用者の方から花束を受けとる大橋町長

▲綺麗に整備された
　健康館デイサービス
　センター

▲茶道体験など日本の伝統
文化を学びました

▲大橋町長を表敬訪問したアンナさん

　町では、町内の児童に松島産の食

材について理解を深めてもらおうと、

１１月２４日に「松島産を使用した特

色ある学校給食推進デー」を開催し

ました。

　町内で生産された環境保全米「い

ろはの舞」や農産物を使ったおから

炒り、豚汁などが各幼稚園や小・中

学校で給食として出されました。

　子どもたちは、「どれも全部おい

しいけど、特にご飯が甘くて美味し

い」と味わいながら残さず食べてい

ました。

松島産の特色ある給食を

　人事交流として宮城県に派遣され

ていた、ロシアのニジェゴロド州政

府職員のバビコヴァ・アンナさんが

１１月２３日から２日間来松し、松島

の観光等について研修を受けました。

　アンナさんは「松島町は歴史・自

然の面で今まで見たことがないほど

綺麗です。ロシア人から見ても松島

はとても気に入る所だと思います。

ＰＲできることがあれば何でもした

いです。」と話していました。

　また、着物の着付け体験や茶道体

験なども行い、日本の伝統文化を学

びました。

松島の魅力をロシアに
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○●○松島町の職員給与等のあらまし○●○
　本町職員の給与等について、町民の皆様により一層のご理解をいただくため、そのあらましを

お知らせいたします。

⑦特別職の報酬等の状況
（平成 22年 4月 1日現在）

期　末　・勤　勉　手　当給料月額等区　　分

(21 年度支給割合 )  

　　　　　　町長　　　議長等
　　　　　　副町長
　　　　　　教育長　　
６月期
期末手当　 1.45 月分　1.45 月分
12 月期
期末手当　 1.65 月分　1.65 月分
計　　　　    3.1 月分 　  3.1 月分

843,000 円
674,400 円
20%減額支給

町　長
給　
　
　
　

料

645,000 円
580,500 円
10%減額支給

副町長

544,000 円教育長

297,000 円議　長
報　

酬
251,000 円副議長

230,000 円議　員

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を有する休職者、派遣職員を含み、臨時又は非

常勤の職員を除いています。

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数区　分
部　門 平成 22 年平成 21 年

    4 人    4 人議　会

一
般
行
政
部
門

退職者不補充に
よる減

 △ 2人   35 人   37 人総　務

課税体制の強化
による増

   1 人   12 人   11 人税　務

退職者（保育所）
不補充による減

 △ 1人   27 人   28 人民　生

        7 人    7 人衛　生

      0 人    0 人労　働

地産地消の振興
等による増

   1 人    7 人    6 人農　水

観光施策の充実
による増

   1 人    6 人    5 人商　工

     8 人    8 人土　木

  106 人  106 人小　計

退職者不補充
（幼稚園）等に
よる減

 △ 1人   30 人    31 人教　育
特
別
行

政
部
門

       6 人    6 人水　道公
営
企
業
等

会

計

部

門

     4 人    4 人下水道

   11 人   11 人その他

   21 人   21 人小　計

 △ 1人  157 人  158 人合　　計

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年４月１日現在）

国松　　島　　町

勧奨・定年
30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分
－ 千円

自己都合
23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分
－ 千円

（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額
１人当たり
平均支給額

勧奨・定年
30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分
24,498 千円

自己都合
23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分
－ 千円

（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額
１人当たり
平均支給額

⑥退職手当の状況（平成 22年 4月 1日現在）

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給

された平均額です。

国松　　島　　町

（21 年度支給割合）（21 年度支給割合）

勤勉手当
0.7 月分
0.7 月分
1.4 月分

期末手当
1.25 月分
 1.5  月分
2.75 月分

６月期
12 月期
　計

勤勉手当
0.7 月分
0.7 月分
1.4 月分

期末手当
1.25 月分
 1.5  月分
2.75 月分

６月期
12 月期
計

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階，職務の級等による加算措置

⑤期末手当・勤勉手当の状況

国松　島　町
区　分

２年後の給料初　任　給２年後の給料初　任　給

185,800 円172,200 円185,800 円172,200 円大学卒
一般行政職

149,800 円140,100 円149,800 円140,100 円高校卒

④職員の初任給の状況（平成 22年 4月 1日現在）

（注）(1) 平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当等

　　     の諸手当を含んだものです。

　　(2) 一般行政職は、税務担当職員、栄養士、保健師、保育士、水道事業担当職員、幼

　　     稚園教諭、社会教育主事を除いた職員です。

技能労務職一般行政職
区　分

平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額

歳
48.0

円
313,299

円
298,212

歳
43.3

円
341,162

円
309,972

松島町

49.3－284,51441.9－325,579国

③職員の平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 22年 4月 1日現在）

１人当たり給
与費   Ｂ／Ａ

給　　与　　費職員数
Ａ

区分
計  Ｂその他期末勤勉給　料

千円
5,606

千円
756,776

千円
60,079

千円
189,709

千円
506,988

人
135

２２ 年度

②職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）(1) 職員手当には退職手当を含みません。

　　(2) 給与費は当初予算に計上された額です。

　　(3) 特別職に支給される給与、報酬は含みません。

 （参考） 20 年度
の人件費率

人件費率
Ｂ /Ａ

人 件 費
Ｂ

実質収支
歳 出 額
Ａ

住民基本台帳
人口 ( 年度末 )

区分

％
23.8

％
21.2

千円
1,163,181

千円
191,391

千円
5,495,082

22.3.31 現在
15,540 人

２１ 年度

①人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費とは、特別職、一般職に支給される報酬、給料、諸手当、共済負担金等を

　含みます。

お 詫 び と 訂 正
　広報まつしま１２月号９ページの人事
行政の運営等の状況について、１．職員
の任免及び職員数に関する状況（平成２１
年度）の退職者は６人でした。
　また、２．職員の給与の状況（平成２１
年度）で、退職手当の状況（平成２１年
度）の１人当たり平均支給額の勧奨・定
年は２４,４９８千円でした。
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松島町緊急雇用対策に係る臨時職員を募集します
　町では、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用へのつなぎ雇用の創出を図る
ため、下記職種に従事する臨時職員を募集します。
《応募資格》
　・採用年齢は不問です。
　・基準日：平成２３年３月３１日時点で失業されている方（基準日までに緊急雇用創出事業での任用期間が通算１年にな
　　　　　　方は、応募できません。）

内　　　　　　　　容職　種番号

１人
諸証明交付及び一般事務補助
庁舎内（町民福祉課）
８：３０～１７：１５
１日７時間４５分・週３８時間４５分
土曜・日曜・祝日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円

募集人員
仕事内容
勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃 金

臨
時
事
務
補
助
員

（
戸
籍
・
住
基
等
窓
口
事
務
補
助
）

�

１人
勤務地間の給食等の運搬及び給食調
理補助並びに保育業務補助
高城保育所、高城保育所分園
８：３０～１７：１５
１日７時間４５分・週３８時間４５分
日曜・祝日及び月曜から土曜までで
指定する日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円
普通自動車運転免許のコピー
勤務形態等は ､所長の指定により一
部調整する場合があります。

募集人員
仕事内容

勤 務 地
勤務時間

休　　日

任用期間
加入保険
賃　　金
その他添付書類
そ の 他

臨
時
業
務
補
助
員

（
保
育
業
務
補
助
）

②

２人
子どもの生活・英語学習等指導の補
助（町内小学校）
子どもの生活・学習指導の補助
（松島中学校）
町内小学校・中学校
８：１５～１７：００
１日７時間４５分・週３８時間４５分
計９５日以内
土曜・日曜・祝日、長期休業日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円
勤務形態 ･休日は ､校長の指定によ
り一部調整する場合があります。

募集人員
仕事内容

勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金
そ の 他

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
・
中
学
校
で
の
学
級
担
当
等
の
補
助
）

③

３人
園児の生活・保育指導の補助
町内幼稚園
８：１５～１７：００
１日７時間４５分・週３８時間４５分
計９５日以内
土曜・日曜・祝日、長期休業日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円
勤務形態 ･休日は ､園長の指定によ
り一部調整する場合があります。

募集人員
仕事内容
勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金
そ の 他

臨
時
業
務
補
助
員

（
幼
稚
園
で
の
教
諭
の
補
助
）

④

内　　　　　　　　容職　種番号

１人
本の分類、整理業務等の補助
町内小学校
８：１５～１７：００
１日７時間４５分・週３８時間４５分
計１００日以内
土曜・日曜・祝日、長期休業日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円
勤務形態 ･休日は ､校長の指定によ
り一 部調整する場合があります。

募集人員
仕事内容
勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金
そ の 他

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
学
校
で
の
図
書
司
書
業
務
補
助
）

⑤

１人
青少年教育事業（子ども映画教室、
木工教室、親子料理教室等）を実施
するための事務
中央公民館
８：３０～１７：１５
のうち１日５時間・週２５時間
（土曜・日曜・祝日勤務有）
指定する日
４月１日～９月３０日
労災・雇用
時給７００円
普通自動車運転免許のコピー
勤務形態は ､館長の指定により一部
調整する場合があります。パソコン
による簡易な事務ができる方。

募集人員
仕事内容

勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃 金
その他添付書類
そ の 他

非
常
勤
嘱
託
員

（
青
少
年
教
育
事
業
事
務
）

⑥

１人  
観光関係事務補助 
庁舎内（産業観光課）
８：３０～１７：１５
１日７時間４５分・週３８時間４５分
土曜・日曜・祝日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円

募集人員
仕事内容
勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金

臨
時
事
務
補
助
員

（
観
光
P
R
事
業
事
務
補
助
）

⑦

１人
高齢者の実態調査及び整理業務等の
補助
保健福祉センター（町民福祉課）
８：３０～１７：１５
１日７時間４５分・週３８時間４５分
土曜・日曜・祝日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円

募集人員
仕事内容

勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金

臨
時
事
務
補
助
員

（
高
齢
福
祉
事
業
事
務
補
助
）

⑧

１人
地元農畜産物を使用した新たなス
イーツ等開発並び畑台帳整備事務補
助業務
庁舎内（産業観光課）
８：３０～１７：１５
１日７時間４５分・週３８時間４５分
土曜・日曜・祝日
４月１日～９月３０日
健康・厚生・雇用・労災
時給７００円

募集人員
仕事内容

勤 務 地
勤務時間

休　　日
任用期間
加入保険
賃　　金

臨
時
事
務
補
助
員

（
地
産
地
消
推
進
事
業
事
務
補
助
）

⑨
●申込方法　　希望職種番号を明記した市販の履歴書と失業

者であることを証明できるもの（雇用保険受給
資格者証、廃業届、履歴書、職務経歴書等）を
総務課総務管理班に提出してください。

●申込期間　　１月４日（火）～１月１４日（金）
●受付時間　　午前８時３０分～午後５時（土・日・祝日除く）
●面接予定日　１月１８日（火）～１月２４日（月）（面接についての詳細は、履歴書提出後に連絡します。）

●採用方法　書類審査及び面接により採用を決定します。　　●問合先　総務課総務管理班　�３５４－５７０１
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平成23年度 町民税・県民税 申告相談について申告相談について平成23年度 町民税・県民税 申告相談について申告相談について

2 月
申告相談受付対象地区曜日受付日

漁業者（松島地区）・観光船業者水2/16

漁業者（磯崎地区）木2/17

松島地区（1・2・3・4・5・6）金2/18

松島地区（7・8・9・10・11・12・13）月2/21

手樽行政区の全地区火2/22

手樽行政区の全地区
夜間受付（全行政区対象）

水2/23

磯崎地区（1・2・3・4・5）木2/24

磯崎地区（6・7・8・9・10）金2/25

全行政区対象日2/27

下竹谷行政区・北小泉行政区の全地区月2/28

3 月
申告相談受付対象地区曜日受付日

上竹谷行政区・根廻行政区の全地区火3/1

幡谷行政区の全地区
夜間受付（全行政区対象）

水3/2

幡谷行政区の全地区木3/3

本郷行政区の全地区金3/4

本郷行政区の全地区月3/7

初原行政区・桜渡戸行政区の全地区火3/8

高城地区（西 1・2・高 1・2・3・新 3・4・5）
夜間受付（全行政区対象）

水3/9

高城地区（中・割波・割 2・光陽台・6・新 6）木3/10

高城地区（7・8・9・10）金3/11

全行政区対象月3/14

全行政区対象火3/15

 ◆申告される際の注意事項◆ 
１．農業・漁業・営業・不動産業等の所得がある方は、収入・経費等の関係書類の整理、金額を計算した上で

� ��� �����������������������������������������

申告してください。（収入や経費等の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、
� ��� � �������������������������������������������������������

申告相談に係る時間が大幅に増え、他のお客様のご迷惑となりますので、受付をお断りする場合があります。）
� ������������������������������������������� � ��������������������������

２．医療費控除を受ける方は、あらかじめその合計額を計算の上、領収書を持参してください。
� �����������������������������������������������������������

３．社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任

意継続保険等で平成２２年１月１日～１２月３１日までに支払ったもの）は必ずご持参願います。（国民年金の
� ����������

保険料については、送付された控除証明書を必ず持参してください。）
� ������������������������������������������������������

４．寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ず持参してください。

５．関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受付できない場合があります。

６．職員が相談会場に出向いているので、役場窓口での申告相談等はご遠慮願います。
� ����������������������������������

確定申告用紙は、役場税務班窓口及び申告会場に配置しますので、職員にお申し付けください。

※税務班窓口への申告用紙配置は２月１日以降の予定となっています。
� �������������������������������������������������������������������

3 月 16 日以後、町での申告受付はできません。 
確定申告の場合は、直接税務署へ申告となります。

夜間の申告・相談は、2月 23 日（水）、3月 2日（水）、

3月 9日（水）のみ行います。

通常受付日及び
休日受付日

午前：９時から１１時まで
午後：１３時から１５時まで

2 月２３日（水）
3月   ２日（水）
3月   ９日（水）

夜間：１７時から１９時まで

◆受付時間
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平成23年度平成  23 年度　町民税・県民税 申告相談について町民税・県民税　平成23年度平成  23 年度　町民税・県民税 申告相談について町民税・県民税　
　町では、右記日程により申告相談会場を松島町中央公民館に開設します。

� �������������������������������

　申告相談会場は毎年非常に混み合いますので、混雑の緩和のためにも、地区の割当日に申告相談されますようお願い
� ��� ������������������������������������������������

します。

　また、収入や経費のわかる書類や領収書等は整理し、あらかじめその金額を計算の上申告・相談されますようお願
� ��������������������������������������������������������������������������������

いします。

 ◆町・県民税の申告をしていただく方◆ 
１．平成２３年１月１日現在、松島町に住所を有している方で、平成２２年１月１日から１２月３１日の間

� ��� �������������������������������������������� � ���������������������������������

で、給与・年金・事業・農業・不動産業等の所得がある方
� �������������������������������������������������

    　ただし、次の方を除きます。

�給与所得のみの方で、勤務先で年末調整を行い、給与支払報告書が町に提出されている方

　なお、年末調整を行った方でも、医療費控除等の所得控除を受けようとする場合や、年末調整の控除内容と

異なる方、また、給与所得のみの方でも２ヵ所以上の事業所から給与の支払を受けている場合などは申告書

の提出が必要となります。

�税務署に確定申告書を提出された方（ｅ－Ｔａｘでの申告も含みます。）

�所得が公的年金のみの方で、年金支払者へ毎年提出する「現況届」の内容と相違がなく、かつ、所得の控除

を受ける必要のない方

�個人事業者に係る消費税の申告は塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）で行ってください。
� �������������������������������������������������������������������������

　（町では消費税の申告に係る許可を受けていないので受付することはできません。）

　２．収入のない方でも下記に該当する方は申告が必要です。
� �������������������������������������������

�国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入されている方
� ��������������������������������������������

　申告をしていただきますと、収入が一定金額以下の場合に国民健康保険税額、後期高齢者医療保険料額の軽

減措置を受けることができます。（申告されないと、この軽減を受けることができません。）

�児童手当・保育所入所・町営住宅入居を申請する方や町営住宅に入居されている方
� �����������������������������������������������������������������

　申告されないと、申請時に必要な所得証明書、又は非課税証明書が発行することが出来ません。

 ◆申告相談の際に持参していただくもの◆ 
１．印鑑（シャチハタ系は除きます。）

２．源泉徴収票の原本（給与や年金の収入がある方）

３．支払調書の原本（報酬や講師料等の収入がある方）

４．収入及び経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類等）

５．所得控除に必要な各種証明書（生命保険・地震保険・領収書（国民年金・国民健康保険税・介護保険料等））

６．農業所得がわかる米穀売渡実績表や収入金額が明らかとなる書類（ＪＡから送付されたものを含む）とと

もに、経費の内訳のわかる書類・帳簿・領収書等

７．障害のある方や扶養している方が所持している身体障害者手帳・精神保健障害者手帳・療育手帳等（要介護支援

の認定を受けている方で、上記の手帳等をお持ちで無い方は、町で発行する「障害者控除対象者認定書」）

８．還付申告をされる方は、本人の口座番号と振込先の金融機関が確認できるもの。（通帳等）

＊注意事項
　①譲渡収入（土地・建物・株式等を売却して得た収入）の申告　②株式配当・報酬の申告　③青色　④消費
� ������������������������������������������������� � ������������������� � ����� � �����

税の申告　⑤平成２２年分所得以外（過年分）の申告を行う場合は、他の収入と併せ塩釜税務署（会場：マリン
� �������������������������������� � ���������������������������������

ゲート塩釜）で申告してください。
� ���������������������������
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交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
事
故
は
、
子
ど
も
の
ケ
ガ

や
死
亡
の
原
因
の
中
で
も
大
き
な

割
合
を
占
め
て
お
り
、
町
や
警
察
、

地
域
住
民
、
家
庭
が
連
携
し
て
通

学
路
や
生
活
道
路
の
安
全
を
確
保

し
、
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守

る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

町
内
に
は
主
要
な
国
道
が
通
り
、

交
通
量
が
多
い
一
方
、
住
宅
地
で

は
狭
く
見
通
し
の
悪
い
箇
所
も
多

く
あ
り
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て

も
交
通
安
全
に
対
す
る
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
は
、
環
境
整
備
、

交
通
安
全
教
育
の
推
進
の
両
面
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
の
は
私
た
ち
町

民
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
安
全
･

安
心
な
町
を
町
民
一
人
ひ
と
り
が

確
立
し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
常

に
持
っ
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
行
動
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

シリーズ次世代育成支援行動計画

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子
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こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
④

子子子子子子子子子子子子子子
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もももももももももももももも
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全全全全全全全全全全全全全全

確確確確確確確確確確確確確確

保保保保保保保保保保保保保保

子

ど

も

の

安

全

確

保

松島町次世代育成支援行動計画（後期計画）は

ホームページでもご覧いただけます。

http://www.town.matsushima.miyagi.jp

●問合先　子育て支援センター　�３５４-６８８８

犯
罪
や
い
じ
め
か
ら 

子
ど
も
を
守
る
対
策
の
推
進

　

子
ど
も
は
、
そ
の
幼
さ
か
ら
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る
力
が
未
熟

で
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の

人
の
見
守
り
に
よ
っ
て
、
犯
罪
や

い
じ
め
被
害
か
ら
守
っ
て
あ
げ
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
事

件
や
い
じ
め
問
題
が
目
立
ち
、
社

会
全
体
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。ニ
ー
ズ
調
査
で
も
子
ど
も
の
犯

罪
、
い
じ
め
対
策
に
関
す
る
意
見

･
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区
防
犯
組
織
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
働
に
よ
り
、
通
学

路
の
安
全
対
策
や
不
審
者
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
種
啓
発
活
動
や
、
研
修
会
の

実
施
、
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
、
町

や
警
察
、
関
係
機
関
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
取
り
組
み
と
、『
子

ど
も
一
一
〇
番
の
家
』、『
地
域
あ

い
さ
つ
運
動
』
な
ど
、
地
域
で
の

防
犯
活
動
を
合
わ
せ
て
、
町
全
体

の
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
自
身
が
自

ら
の
身
を
守
る
方
法
を
学
ん
で
い

け
る
よ
う
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
体
験
学
習
の

実
施
や
、
親
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
被
害
児
童
対
策
と
し

て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

心
の
教
室
相
談
員
、
児
童
相
談
所

等
の
専
門
機
関
に
よ
り
、
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
外
出
で
き
、

活
発
に
屋
外
活
動
を
行
い
、
の
び

の
び
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
犯
罪

や
い
じ
め
か
ら
守
る
取
り
組
み
を

今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
Ｃ
Ａ
Ｐ
（C

h
ild
A
ssa
u
lt
P
r

e
v
e
n
tio
n

「
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
」
の
意
味
）
子
ど
も
が
暴
力
か

ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。

■計画の方向性（抜粋）

☆チャイルドシートの使用徹底

　貸し出しは継続するが、今後は着用徹底への啓発活動に重点

をおきながら、安全確保に努め、安心なまちづくりを進める。

☆交通安全教育推進

　交通安全指導員による安全マナーの啓発活動と現地指導の強

化を図る。また、各小学校での交通安全教室の開催を継続する。

☆地域の防犯体制推進

　学校・ＰＴＡ・地区防犯組織等が協力して、不審者対策並びに

防犯啓発活動を強化する。小中学校でのメール配信や子ども１１０

番の家の更新・拡充を図る。防災無線の有効な活用を図り、情報発

信を充実させる。

☆いじめ対策

　いじめ、虐待、性暴力などから子どもを守るために、ＣＡＰ体験

学習をはじめとする人権啓発学習を継続。住民全体に向けて児童

虐待防止や子どもの人権を守る取り組みについての啓発事業を充

実させる。

町民の声（抜粋）
●通学路の危険箇所の改善をしてほしい

●ボランティアを募って、町内の危険箇所の

見回り、改修を行ってほしい

●小中学校では不審者情報がメール配信され

るので、非常に安心

●不審者情報を地域全体で共有し、地域ぐる

みで安心・安全への関心を高めてほしい

●地域の防犯組織づくりを進めてほしい

●防災無線は、よく聞こえない場所がある。

各地域に防災無線を設置してほしい

●小学生だけでもＧＰＳブザーを持たせてほ

しい

●学校はいじめ対策にしっかり取り組んでほ

しい

▲不審者対応の防犯教室の様子
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要
し
た
時
間
は
十
九
分
で
し
た
。

谷
口
光
雄
代
表
は
「
災
害
が
起
き

た
と
き
、
命
を
守
る
た
め
に
自
分

は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、『
地
区
民
の
命
は
地

区
民
で
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

再
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ

る
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
異
年
齢
に
よ

る
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
自
主
防
災
組

織
結
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
出
来
て
い
な
い
地
域
、
結
成

を
考
え
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

�
３
５
４－

５
７
８
２

手
樽
区
早
川
地
区
自
主
防
災
組
織

シリーズ

▲防災行政無線を使った訓練

自
主
防
災
組
織
の
活
動
⑤

　

手
樽
区
の
防
災
組
織
は
平
成
十

六
年
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
傘
下
に

各
地
区
の
組
織
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
区
が
防
災
対
策
本
部
と

し
て
訓
練
を
行
い
、
平
成
十
七
年

か
ら
左
坂
と
元
手
樽
の
二
地
区
が

合
同
で
実
施
。そ
の
後
に
名
込
・
古

浦
、
早
川
･
三
浦
と
い
っ
た
各
地

区
で
訓
練
を
行
い
、
平
成
二
十
一

年
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
単

独
で
行
っ
て
い
ま
す
。 
十
一
月
二

十
一
日
は
早
川
地
区
の
訓
練
を
実

施
し
、
秋
空
の
下
、
二
十
四
世
帯
、

四
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
に
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
避
難
訓
練
や
救

命
訓
練
、
安
否
確
認
訓
練
等
を
実

施
。
今
回
か
ら
地
区
民
の
避
難
場

所
が
従
来
の
旧
手
樽
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
手
樽
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
変
更
さ
れ
た
た
め
、
地
区

民
が
避
難
に
要
す
る
時
間
を
検
証

･
確
認
し
た
結
果
、
安
全
確
認
に

　文字通り「手を変え、品を変え」消費者を狙う悪質商法。だれでも健康

やお金の心配がありますし、心がさびしいときもあります。悪質商法やお

いしい話はそこに付け込んできます。自分は大丈夫と思いがちですがトラ

ブル回避のための心の準備だけはしておきましょう。

悪質商法・おいしい話にご用心 !活活活活活活活活活活活生生生生生生生生生生生費費費費費費費費費費費

ーーーーーーーーーーー

ナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーー

消消消消消消消消消消消 コココココココココココ

▲救命訓練での様子

消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分

　　　　　　　( 第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４－５７０８

▲「困ったな・・・」「被害にあってしまった！・・・」と思ったら、すぐに相談することが大事です。

▲「だまされても諦めない」クーリング・オフなどの対策を。泣き寝入りすると、新たな被害につながります。
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四
川
大
地
震
が
二
〇
〇
八
年
五
月
十
二
日

に
中
国
で
発
生
し
、
松
島
町
国
際
交
流
協
会

（
a
橋
辰
郎
会
長
）
が
二
〇
〇
九
年
五
月
四

日
、
四
川
大
地
震
の
震
源
地
と
い
わ
れ
た
四

川
省
葛
仙
山
鎮
へ
訪
問
団
を
派
遣
し
激
励
支

援
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
中
国
よ
り
成
都
市
人
民
政

府
外
事
弁
公
室
の
揚
豪
さ
ん
が
十
一
月
十
二

日
、
謝
意
を
示
す
た
め
来
松
し
大
橋
町
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

揚
豪
さ
ん
は
「
四
川
大
地
震
の
際
は
多
大

な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
復
興
も

順
調
に
進
み
、
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

も
勇
気
を
わ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
大

橋
町
長
に
お
礼
し
ま
し
た
。

▲大橋町長にお礼の品を手渡す揚豪さん

　

松
島
町
教
育
委
員
会
が
、
教
育
行
政
事
務

の
管
理
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て
点
検
と
評

価
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
を
十
二
月
一
日
に

議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
効
果
的
な
教
育
行
政
の

推
進
と
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
一
年
度
教
育
委
員
会
の
点

検
と
評
価
を
行
い
、
教
育
に
関
す
る
学
識
経

験
者
の
意
見
を
付
し
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.m
a
ts
u
s
h
im

a
.m
iy
a
g
i.jp

】

▲報告書を提出する大宮司委員長
（左から櫻井議長、小幡副議長、米川教育長、
大宮司委員長）

中
国
成
都
市

人
民
政
府
よ
り
御
礼

教
育
行
政
点
検
評
価

報
告
書
を
提
出

　

十
一
月
二
十
六
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ど
ん
ぐ
り
で
、
宮
城
県
と
松
島
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
催
す
る
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
基
礎
研
修
と
設
置
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

基
礎
研
修
で
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
の

佐
藤
浩
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
仕
組
み
、
目
的

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

設
置
訓
練
は
、
震
度
六
の
大
地
震
で
家
屋

の
倒
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど
の
被

害
を
受
け
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス
タ
ッ
フ

役
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
を
交
互
に
行
い
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
体
験
し

て
い
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

▲元気いっぱいにボールを追いかけました

　

十
一
月
十
六
日
に
松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
児
を

対
象
と
し
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
行
わ
れ
、

三
十
八
人
の
元
気
な
園
児
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

町
が
主
催
と
な
り
、
ソ
ニ
ー
仙
台
の
選
手

を
招
い
て
行
う
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
は
今
回

が
初
め
て
で
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
や
ド

リ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
練
習
と
試
合
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
園
児
た
ち
は
寒
空
の
中
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
比
べ
る
と
徐
々
に
う
ま
く
な
る
様

子
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
、
参
加
し
た
園
児

た
ち
は
「
サ
ッ
カ
ー
っ
て
難
し
い
。
で
も
楽

し
い
！
」
と
口
を
揃
え
て
話
し
、
ボ
ー
ル
を

一
生
懸
命
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

寒
く
て
も元

気
い
っ
ぱ
い

▲スタッフ役とボランティア役に分かれて臨場感
あふれる訓練になりました
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白
寿
お
め
で
と
う

◆
竹
内
正
雄
さ
ん
（
高
城
）

（
十
二
月
の
敬
老
祝
い
金
と
花
束
贈
呈
者
）

カレンダー上手に
できたよ

クリスマス会
楽しかったよ

　

希
望
園
の
子
ど
も
た
ち
が
、
上
手
に

作
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
大
橋
町
長
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
折
り
紙
な
ど
を
使
っ
て
手
作
り

さ
れ
、
町
内
の
機
関
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
幹
線
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
十
一
日
に
希
望
園
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏
会
や
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
ゲ
ー
ム
大
会
、
六
度
会
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の
餅
つ
き
な
ど
が

行
わ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

叙　

勲

佐
藤
正
さ
ん
に
従
七
位
・
旭
日
単
光
章

　

元
松
島
町
議
会
議
員
の
佐
藤
正
さ
ん
（
本

郷
・
九
月
九
日
逝
去
）
に
従
七
位
・
旭
日
単

光
章
が
贈
ら
れ
、
十
二
月
十
五
日
に
宮
城
県

庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
か

ら
八
年
間
、
平
成
四
年
一
月
か
ら
九
年
十
一

カ
月
の
通
算
十
七
年
十
一
カ
月
の
長
年
に
わ

た
り
松
島
町
議
会
議
員
と
し
て
、
高
邁
な
政

治
理
念
を
も
っ
て
町
政
発
展
の
た
め
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

米
寿
お
め
で
と
う

（
十
二
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
渡
邊
つ
や
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
小
川
ゐ
き
子
さ
ん
（
松
島
）

◆
村
田
こ
ま
つ
さ
ん
（
松
島
）

◆
佐
藤
文
雄
さ
ん
（
高
城
）

◆
關
ま
さ
子
さ
ん
（
高
城
）

▲佐藤正さん

　

寄
付
・
寄
贈

第
五
小
学
校
へ

◆
品
井
沼
夜
店
会
（
鈴
木
悦
郎
会
長
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

学
用
品　

二
万
円
相
当

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
初
原
分
館
（
赤
間
博
明
分
館
長
）
よ
り

金
一
万
三
千
円

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ま
つ
し
ま
十
二
月
号
の
寄
付
・
寄
贈
で
、
Ｊ

Ａ
仙
台
松
島
支
店
（
飯
川
竹
彦
支
店
長
）
か
ら
町
へ

の
寄
付
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
Ｊ
Ａ
仙
台
松
島
支

店
（
飯
川
洋
一
支
店
長
）
か
ら
の
誤
り
で
し
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高

等
専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１

０
で
、
松
島
町
の
内
山
裕
貴
さ
ん
（
高
城
）

が
仙
台
高
専
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、

最
高
賞
の
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

材
料
工
学
科
五
年
生
の
内
山
さ
ん
は
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
受
賞
作
の
ア
ル
ミ
製
二

足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
「A

ru
y
o
=A
ru
y
o

（
ア

ル
ヨ
・
ア
ル
ヨ
）」
の
設
計
を
手
が
け
た
ほ
か
、

操
縦
を
行
う
重
責
を
担
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
乗
り
物
に
乗
っ
た

人
を
ゴ
ー
ル
ま
で
運
ぶ
早
さ
を
競
う
の
が
課

題
で
す
。
仙
台
高
専
は
十
月
に
開
催
さ
れ
た

東
北
地
区
大
会
で
優
勝
。
全
国
大
会
で
は
準

決
勝
で
和
歌
山
高
専
に
一
秒
差
で
破
れ
ま
し

た
が
、
安
定
し
た
二
足
歩
行
、
ス
ピ
ー
ド
、

完
成
度
の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

内
山
さ
ん
は
「
受
賞
は
み
ん
な
の
協
力
の
お

か
げ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

内
山
裕
貴
さ
ん

ロ
ボ
コ
ン
大
賞
に
輝
く

▲チームリーダーとして活躍した内山さん

幡
谷
・
上
竹
谷
分
館
主
催 

「
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
」に
参
加
し
て

幡
谷
長
生
会
員
よ
り

　

十
一
月
二
十
三
日
に
幡
谷
分
館
・
上
竹
谷
分
館

の
合
同
主
催
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
ど
も
育
成
会
協
賛
の
「
一

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
松
島
指
人
形
劇
団
ピ
ノ
キ
オ
に

よ
る
楽
し
い
人
形
劇
や
、
塩
釜
コ
カ
リ
ナ
合
奏
団

に
よ
る
味
わ
い
深
い
演
奏
、
サ
ー
ク
ル
ハ
ッ
ピ
ー

ベ
ル
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
第
二
部
で
は
、
品
井
沼
夜
店
会
が
作
っ

て
く
れ
た
芋
煮
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
達
長
生
会
の
人
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
人
た
ち
と
触
れ

合
う
こ
と
は
心
に
感

謝
、
感
謝
の
二
文
字

で
す
。
本
当
に
楽
し

い
一
日
を
親
子
三
代

で
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

▲一足早いクリスマス音楽祭の様子

寄

稿
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

　
 

重 　

 

箱 

じ
ゅ
う 

ば
こ

　

当
館
に
は 
梨  
子  
地  
蒔  
絵 

な 

し 

じ 

ま
き 

え

の
美
し
い
「
重
箱
」
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
重
箱
は

「
食
べ
物
を
盛
り
付
け
る

 
蓋  
付 
き
の
器
」
で
、
一
般
的

ふ
た 

つ

に
三
段
・
四
段
あ
る
い
は
五

段
そ
れ
ぞ
れ
に
食
べ
物
を

盛
り
付
け
て
積
み
重
ね
、

一
番
上
の
箱
に
蓋
を
し
て

使
用
し
ま
す
。
四
角
形
が

主
な
形
で
す
が
円
形
・
六
角

形
・
八
角
形
な
ど
変
形
し
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
重

箱
の
歴
史
は
古
く
、
室
町

時
代
か
ら
重
箱
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
当
時
は
ま
だ
高

級
な
器
で
し
た
。
庶
民
に

広
く
普
及
す
る
の
は
江
戸

時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

現
代
で
も
お
正
月
の
お
せ

ち
料
理
の
盛
り
付
け
や
行

楽
弁
当
を
詰
め
る
の
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
の
「
重
箱
」
は
美
し

い
梨
子
地
に
伊
達
家
の
「
三

引
き
両
」
と
「 
雪 
に 
薄 
」
の

ゆ
き 

す
す
き

二
種
類
の
家
紋
の
み
描
か

れ
て
い
ま
す
。
写
真
で
は

二
段
と
三
段
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
本
来
は
五
段

重
に
出
来
ま
す
。
大
き
さ

は
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

四
方
、
高
さ
は
五
段
す
べ

て
重
ね
る
と
約
四
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

伊
達
家
で
は
「
雪
に
薄
」
は

姫
様
方
の
紋
と
し
て
使
用

さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た

の
で
、
展
示
資
料
も
姫
様

ゆ
か
り
の
お
道
具
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
館

で
「
雪
に
薄
紋
」
が
見
ら
れ

る
唯
一
の
資
料
で
す
。

　

家
紋
の
み
の
あ
し
ら
い

が
シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
逸

品
で
す
。

松
島
博
物
館
探
訪

第十九巻

（
学
芸
員　

丹　

美
保
）

　

十
一
月
三
日
に
運
動
公
園
野
球

場
で
、
健
康
管
理
事
業
の
一
環
と

し
て
松
島
シ
ニ
ア
が
主
催
す
る
メ

タ
ボ
防
止
熟
年
パ
ワ
ー
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
選
手

は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
勝　
　

高
城
チ
ー
ム

準
優
勝　

幡
谷
チ
ー
ム

第
三
位　

松
島
チ
ー
ム

最
優
秀
選
手　

　

磯
田
昭
平
さ
ん
（
磯
崎
）　

優
秀
選
手　

　

櫻
井
信
也
さ
ん
（
本
郷
）

　

久
保
仁
史
さ
ん
（
松
島
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
一
回　

メ
タ
ボ
防
止
熟
年
パ
ワ
ー

野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲開会式での選手たち

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

家
族
親
子
で
料
理
づ
く
り

　

松
島
産
の
旬
の
食
材
を
使
っ
て

ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
か
ら
地
産
地
消

メ
ニ
ュ
ー
を
教
わ
る
「
第
一
回
家

族
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
」
が
十
一

月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
一
の
坊
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
根
廻
産
の
野
菜
、
桜

渡
戸
産
の
も
み
じ
卵
、
環
境
保
全

米
�
め
ご
の 
舞 
�
の
お
に
ぎ
り
、

ま
い

新
鮮
な
カ
キ
な
ど
旬
の
食
材
が
用

意
さ
れ
、
小
学
生
と
そ
の
家
族
三

十
人
が
同
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の
指

導
の
も
と「
カ
ス
タ
ー
ド
プ
リ
ン
」

や
「
カ
キ
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー
」
な
ど
プ

ロ
の
味
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
家
族
は
会
話
を
弾
ま

せ
な
が
ら
取
り
組
み
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
楽
し
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 ▲シェフからプロの味を教わりました

●
日
時　

一
月
二
十
九
日（
土
）

　

午
前
九
時
〜

●
場
所　

手
樽
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 
二
階 
調
理
室

●
定
員　

十
二
人

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

●
受
講
料　

五
百
円

●
持
ち
物　

上
靴
（
運
動
靴
）、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
講
師　

Ｊ
Ａ
仙
台
松
島
支
店
職

員
●
申
込
み
・
問
合
先  
中
央
公
民
館

　

�
３
５
３－

３
０
３
０

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

畑
の
お
肉
！

大
豆
ま
る
ご
と
料
理
教
室

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

マ
ジ
ッ
ク
教
室
＆
映
画
会

●
日
時　

一
月
二
十
九
日（
土
）

　

午
前
九
時
〜

●
場
所　

手
樽
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 
一
階 
遊
戯
室

●
定
員　

二
十
人

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

上
靴
（
運
動
靴
）、
防

寒
具

●
講
師　

中
央
公
民
館
職
員

●
申
込
み
・
問
合
先  
中
央
公
民
館

　

�
３
５
３－

３
０
３
０
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本の宝物�

　都内のとある小学校に赤尾と

いう教師が赴任してきた。彼は

様々な意味で「フツーじゃない

先生」だった。彼自身もサポー

トを受けて教壇に立ちながら、

子どもたちとの日々で共に成長

する。

　『五体不満足』の著者が実体験

を元に小説化。

《 今月の新刊 》

「アダルト・エデュケーション」 
村山　由佳　著

「アリアドネの弾丸」
　海堂　　尊　著

「ブルー・ゴールド」
 真保　裕一　著
「風の陣　裂心篇」 

 高橋　克彦　著

 「ゆんでめで」 畠中　　恵　著

●話題の本●

「だいじょうぶ、３組」
乙武　洋匡　著

《 児童書の新刊 》

「はなかっぱのだいぼうけん」
あきやまただし　絵

「くまのこうちょうせんせい」 
いもとようこ　絵

���介護予防教室　参加者募集���
水中ウォーキング教室

●内容　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、25ｍプールでいろいろな

ウォーキング、ストレッチなどの水中運動　●対象　６５歳以上の健康な方

●場所　温水プール美遊　　●参加料　４，０００円（全８回コース）

●日時　２月５日（土）、２月１２日（土）、２月１９日（土）、２月２６日（土）、３月５日

（土）、３月１２日（土）、３月１９日（土）、３月２６日（土）　午前１０時３０分～正午

楽らくエアロビクス教室
●内容　スタジオまたはシルバートレーニングルームを使って、音楽にあわせて

リズムダンス＆ウォーキング、ボール体操など柔軟性、バランス、筋力アップの

ための体操を行います。

●対象　６５歳以上の健康な方　●場所　温水プール美遊　　

●参加料　４，０００円（全８回コース）

●日時　２月１０日（木）、２月１７日（木）、２月２４日（木）、３月３日（木）、３月１０日

（木）、３月１７日（木）、３月２４日（木）、３月３１日（木） 午前１０時～午前１１時３０分

●申込締切　1月 21日（金）　　●問合先　町民福祉課健康長寿班　�３５５-０７０３

●
日
時　

二
月
三
日 （
木
）

　

午
前
九
時
〜

●
場
所　

手
樽
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 
一
階 
遊
戯
室

●
定
員　

十
五
人

●
受
講
料　

三
百
円

●
持
ち
物　

上
靴
（
運
動
靴
）、
軍
手
、
防

寒
具
（
作
業
し
や
す
い
服
装
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
）、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
二
本
（
角
型
二
�
）、

カ
ッ
タ
ー

●
講
師　

Ｊ
Ａ
仙
台　

東
部
営
農

セ
ン
タ
ー
職
員

●
申
込
み
・
問
合
先  
中
央
公
民
館

　

�
３
５
３－

３
０
３
０

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
利
用
の

Ｅ
Ｃ
Ｏ
野
菜
作
り
教
室

●
日
時　

二
月
二
十
七
日
（
日
）

●
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
競
技
種
目　

小
学
生
の
部　

男

子
個
人
戦　

女
子
個
人
戦　

ピ

ン
ポ
ン
の
部
（
中
学
生
以
上
の

初
心
者
）
男
女
フ
リ
ー
個
人
戦

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
の
経

験
者
）　

男
子
個
人
戦　

女
子

個
人
戦

●
競
技
方
法　

全
種
目
、
予
選

リ
ー
グ
（
三
〜
四
人
）、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。四
十
�
公

式
試
合
球
（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ル
）

使
用
。十
一
点
五
ゲ
ー
ム
ス
マ
ッ
チ
。

●
参
加
資
格　

松
島
町
民
。
町
内

在
勤
、
在
学
者
及
び
町
内
各

小
・
中
学
校
の
卒
業
者
。

●
参
加
料　

小
学
生
無
料
。
中
学

生
以
上
一
人
五
百
円
（
参
加
料

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
二
十
一
回　

松
島
町

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

卓
球
大
会
出
場
者
募
集

は
当
日
徴
収
）

●
申
込
方
法　

海
洋
セ
ン
タ
ー
気

付
、
松
島
町
卓
球
協
会
宛
又
は
、

卓
球
協
会
長
宅
。

●
締
切　

二
月
二
十
一
日（
月
）必
着

●
問
合
先　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー　

�
３
５
３－

３
６
８
８

　

十
一
月
十
四
日
に
第
二
町
民
体
育

館
で
第
二
十
八
回
二
市
三
町
親
善
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す

一
般
男
子
の
部　

優
勝　

ベ
ア
ー
ズ

（
多
賀
城
市
）　

準
優
勝　

ス
マ
イ
ル

（
利
府
町
）　

家
庭
婦
人
の
部　

優
勝

Ｇ
ｅ
ｔ
ｓ（
多
賀
城
市
）　

準
優
勝　

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ（
塩
竈
市
）　

家
庭
バ

レ
ー
の
部　

優
勝　

フ
ォ
ル
テ（
多
賀

城
市
）　

準
優
勝　

は
ま
ぎ
く（
七
ヶ

浜
町
）　

第
三
位　

ボ
ン
バ
ー
ズ（
多

賀
城
市
）、Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
利
府
町
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

二
市
三
町
親
善
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
結
果

《 図 書 室 》
１月４日（火）から開館します。

●平　　　日　10:00 ～ 18:00

●土日・祝日　10:00 ～ 16:00

●休館日　月曜日、月曜日が祝

日の場合は翌日

●問合先　勤労青少年ホーム　

　�３５４-４０３６
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問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354-5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

中央公民館
1月 11 日（火）
午前 10 時～午後 5時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354-5706人権擁護について

町　民勤労青少年ホーム
1月 4日（火）
2月 1日（火）
午前 10 時～午後 3時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354-5809行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354-5708消費生活相談について消費生活相談

塩釜市けやき教室
� 364-5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談

塩釜市・多賀城市・松
島町・利府町・七ヶ浜町
の小中学生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日
午前 9時～午後 3時

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355-0703健康に関する相談

町　民
保健福祉センター

どんぐり
平　日
午前 8時 30分～午後 5時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354-6888

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354-6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康づくり（保健師）
� 355-0703

こころに関しての電話
相談

町　民塩釜保健所

1月 27 日（木）
午後 1時 30分～午後 4時

こころの相談（予約制）

塩釜保健所

障害者支援班
� 365-3153
疾病対策班　
� 363-5504

アルコールや薬物依存
についての電話相談

1月 28 日（金）
午後 2時 30分～午後 5時

アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

1月 12 日（水）
午後1時 30分～午後 4時 30分

ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

性感染症についての相談
電話にて匿名で受け付け、
無料で実施します

平　日
午前 8時 30 分～

午後 5時 15 分
性感染症相談

　日本最長にして最古の運河であり、

歴史的遺産として知られる貞山運河。

今回は「御舟入堀」（多賀城市・塩

竈市・七ヶ浜町）と松島湾（松島町）

のもたらす様々な魅力や運河の舟運

史に光をあてます。入場は無料です。

●日時　1月 22 日（土）　午前 10時

　～正午（開場午前 9時 30 分）

●会場　東北歴史博物館　講堂

　（多賀城市高崎 1-22-1）

●内容

　基調講演　「貞山運河と近代の舟

運」　講師　東北学院大学経営学

部　教授　斎藤善之　氏

　パネルディスカッション等

●問合先　

　建設課建設班　� 354-5709

第 3回　貞山運河の魅力再発見

リレーシンポジウム

●日時　2月 10 日（木）、24 日（木）

の 2日間

　午前 9時～午後 4時 30 分

●場所　マリンゲート塩釜

　（塩竈市港町 1-4-1）

●受付期間　1月 13 日（木）～ 1月

　26 日（水）

危険物取扱者試験準備講習会

●受講定員　40 人（定員になり次第

締切り）

●申込場所　塩釜地区管内の各消防

署

●受講料　2,500 円（テキスト代と

　して申込時にお支払いください）

●問合先　塩釜地区防災安全協会

　消防事務組合消防本部　予防課

　� 361-1617　または塩釜地区管

内の各消防署

高等工科学校生徒

●資格　中卒（見込含）17 歳未満の者

●受付　11月 1日（月）～平成 23年

　1月 7日（金）

●試験日　1次：1月 22 日（土）　2次：2

月5日（土）～2月8日（火）までの間の指

定する 1日

●合格発表　1次：2月 1日（火）

　最終：2月 25 日（金）

●入隊　4月上旬

貸費学生

●資格　大学の理工学部、工学部の 3・4

年次又は大学院（専門職大学院を除く）

修士課程在学（正規の修業年限を終わる

年の 4月 1日現在で 26 歳未満（大学院

修士課程在学者は 28 歳未満））

●受付　12月1日（水）～平成23年1月14

日（金）

●試験日　1月 29 日（土）

●合格発表　4月下旬

●入隊　卒業（修了）後

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

　石巻地域事務所　� 0225-83-6789

自衛官募集

　平成 23年度の臨時職員を募集します。

募集職種については、広報まつしま1月号

と同時配布のチラシの通りです。勤務条

件はそれぞれ異なりますので、確認のう

え申込みください。

　免許等写しが必要な職種は、申込みの

際履歴書に添付してください。

●申込期間　1月4日（火）～1月14日（金）

　午前 8時 30 分～午後 5時（土・日・祝

日除く）

●面接予定日　1月18日（火）～1月24日

　（月）（面接についての詳細は、履歴書提

出後に連絡します）

●採用方法　書類審査及び面接により採

松島町臨時職員を募集します

用を決定します。

●問合先　総務課総務管理班

　� 354-5701

募　 　 集

まつしまの相談窓口
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お 知 ら せ

　町税等は、便利で忘れない、しか

も安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　1月 31 日（月）

●町県民税　4期

●国民健康保険税　10 期

●後期高齢者医療保険料　7期

●下水道受益者負担金　4期

●問合先　課税については税務班

　� 354-5703

　納付については特別滞納整理室

　� 354-5913

　後期高齢者医療保険料については

　町民サービス班　� 354-5705

　下水道受益者負担金については

　下水道班　� 354-5710

1 月の納期限

　国民健康保険加入者で今月 70歳

になる方（12月 2日～ 1月 1日生

まれ）へ、高齢受給負担割合が記載

された国民健康保険者証を郵送しま

す。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　1月 21 日（金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　� 354-5705

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

●日時　毎月第 2・第 4木曜日

　（土日祝祭日は除く）　1月 13 日

（木）、27 日（木）　午前 10 時～正午

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　� 363-5505

犬・猫引き取り日

　平成23年1月から帰化、国籍取得

などの国籍に関する事務は、仙台法

務局民事行政部戸籍課において取り

扱うことになりました。

●問合先　仙台法務局民事行政部

　戸籍課　� 292-3351

法務局からのお知らせ

 　工業統計調査は、平成22年 12月 31日

現在で製造業を営む事業所を対象に、1年

間の生産活動に伴う製造品の出荷額、原

材料使用額などを調査し、製造業の実態

を明らかにすることを目的としています。

　調査をお願いする製造事業所には、12

月下旬から1月上旬にかけて、統計調査員

が調査票を持ってお伺いしますので、調

工業統計調査について

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区２市３町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

� 366-6400多賀城市町前 3-1-17はぎわら歯科医院1 月 1日（祝）

� 362-2822多賀城市大代 1-1-38おおしろ歯科クリニック1 月 2日（日）

� 365-0001塩釜市北浜 4-5-12松原歯科医院1 月 3日（月）

� 356-5127利府町しらかし台 2-12-2広沢歯科1 月 9日（日）

� 365-3728塩釜市旭町 18-11こぐえ歯科クリニック1月10日（祝）

� 362-2238塩釜市本町 10-3郷家歯科医院1月16日（日）

� 366-5503多賀城市八幡 3-6-12　都ビル2階多賀城中央歯科医院1月23日（日）

� 366-7415多賀城市下馬 1-5-20鈴木歯科クリニック1月30日（日）

� 353-2161松島町松島字陰ノ浜 7-7松島中央歯科医院2 月 6日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

　松島町が発注・調達する物品・役

務及び各種業務や工事等の平成 23、

24年度入札参加登録審査受付を 1月

13 日（木）より実施します。登録方

法の詳しい情報は、松島町ホーム

ページを閲覧してください。

●問合先

　財務課財政班　� 354-5792

一般競争（指名競争）入札参加

登録追加受付について

　東北財務局では、借金を抱えお悩み

の方 か々らの相談に応じています。相談

は無料です。お気軽にご相談ください。

●受付時間　平日（祝日、年末年始除

く）　午前 9時～午後 5時 45 分

●相談窓口　財務省東北財務局金融

監督第三課（仙台市青葉区本町 3-

3-1）　� 266-5703（直通）

　� 263-1111（内線 3080）

多重債務無料相談窓口のご案内

　「110 番」は、県民の皆さんが交通事故や

盗難事件等の被害に遭った、あるいは目撃

した場合に、警察官を現場に急行させ、事

件の処理、負傷者等の救護・救出、犯人の検

挙等を行うための「緊急通報用電話」です。

　しかし、実際には、いたずら電話や緊急

ではない相談や問合せ等の「110 番」通報

が多く、実際に緊急を要する事件・事故に

対応できなくなるなどの恐れがあります。

　緊急を要しない警察への問合せや相談・

要望などは警察相談専用電話

＃ 9110（プッシュホン）� 266-9110 をご

利用ください。

「事件事故　慌てず焦らず　 110 番」

1月 10 日は「110 番の日」

査票の記入をお願いします。

●問合先　企画調整班　� 354-5702
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1月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。

（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です）（高校生以上）

　　　　　　　　　　　　　　9 日（日）午前 10時 30 分～　　10日（祝）午後 7時 30 分～　

　　　　　　　　　　　　　13 日（木）午後 5時 30 分～　　23日（日）午前 10時 30 分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申請の際は、3カ月以内に写した本人の写真

（縦 3cm×横 2.5cm）2枚をご持参ください。　

　なお、各時間帯の受講者数はおおむね 10人（先着順）です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参ください。　

幼児水泳教室 part2
●期日　1月 20 日、27 日、2月 3日、10 日、17 日、24 日、3月 3日、10 日、17 日、24 日　全て木曜日 10回実施

●参加料　1人 2,000 円（10 回分）

●対象　年少（平成 17年度生まれ）の部　 年長（平成 16年度生まれ）の部

●時間　年少の部　午後2時15分～午後3時15分 年長の部　午後3時15分～午後4時15分　●定員　それぞれ 15人

●指導者　菅原雅代 氏  宍戸啓太 氏　●募集　1月8日（土）午前 11時より温水プール美遊で参加料とともに募集開始します

小学生水泳教室 part3
●期日　1月 21 日、28 日、2月 4日、18 日、25 日、3月 4日、11 日、18 日、25 日　全て金曜日　9回実施

●対象　小学生　●定員　それぞれ 20人　●参加料　1人　4,000 円（9回分）

●時間　初級の部　午後 4時 45 分～午後 5時 45 分 中級の部　午後 5時 45 分～午後 6時 45 分

●内容　初級の部→ 25m完泳を目指します。 中級の部→ 4泳法で 25m完泳を目指します

●指導者　菅原雅代 氏　宍戸啓太 氏　●募集　1月8日（土）午前11時より温水プール美遊で参加料とともに募集開始します

成人水泳教室 part3
●期日　1月 12日～ 3月 23日の水曜日（２月16日を除く）　10回実施　●時間　午後7時～午後8時　●定員　15人

●対象　一般　●指導者　菅原雅代 氏　●参加料　5,000 円（10 回分）

●内容　クロール 25m完泳を目標にまたその他の泳法習得のため指導します

●募集　1月 7日（金）午前 11時より温水プール美遊で参加料とともに募集開始します

●申込み・問合先  スポーツ振興センター　� 354-4485

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ

1 月の休館日のお知らせ　1 月 1日（祝）～ 4日（火）、11日（火）、17日（月）、24日（月）、31日（月）

●日時　2月 26 日（土）　午後 2時開演

●会場　中央公民館　1階　大集会室

●演奏者　東北方面音楽隊

●問合先

　中央公民館　� 353-3030

ふれあいコンサート

　今年 1年の無火災を祈念して、松島町消防団出初式を挙

行します。纏を先頭に消防団員による力強い行進や纏振り

が披露されます。

　町民の方もご覧いただけますので、ぜひご来場ください。

●日時　1月 10 日（祝）　午前 10時～

●場所　第二町民体育館　　●内容　観閲・式典・表彰伝達

●主催　松島町消防団・松島町

●問合先　総務課環境防災班　� 354-5782

松島町消防団出初式

▲昨年の出初式の様子

まとい



広報まつしま 2011　1月号19

　平成２１年６月から第１期において新しい日本脳炎ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）の使用が可能になり

ましたが、ワクチンの製造量が不足しているため、平成２２年度は、３歳児のお子さんに対して第１期初回の接種をお

勧めしております。３歳のお誕生日が来たら、指定医療機関で受診してください。

○予防接種法に基づく現行の定期予防接種スケジュールは以下のようになっています。

　第１期（３回）：初回接種（２回）生後６カ月～７歳５カ月まで（標準として３歳）

　　　　　　　　追加接種（１回）初回接種後おおむね１年後（標準として４歳）

　第２期（１回）　９歳～１２歳（標準として９歳）

○新しい日本脳炎ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）は、第２期でも使用可能になりました。

○平成１７年の積極的な勧奨差し控えによって、第１期の接種機会を逃した方も、第１期と第２期の年齢で、定期接種

として受けられるようになりました。接種が可能な年齢は、生後６カ月～７歳５カ月と、９歳～１２歳です。７歳６

カ月から９歳までの方は、現時点では接種対象となっておりません。

　今後も新しい情報が入りましたら、随時お知らせいたします。接種のすすめ方等で分からないことがありましたら、

下記までご連絡ください。

　麻しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）の接種はお済みですか？対象者の方で、まだ接種がお済みでない方は、指

定医療機関でお早めにお受けください。

○平成２２年度の接種対象者

　第１期　生後１２月～生後２４月（１歳のお子さん）

　第２期　平成１６年４月２日生～平成１７年４月１日生（小学校就学の前年度のお子さん）

　第３期　平成９年４月２日生～平成１０年４月１日生（中学校１年生相当の年齢の方）

　第４期　平成４年４月２日生～平成５年４月１日生（高校３年生相当の年齢の方）

○第１期は、１歳になったらお早めに指定医療機関でお受けください。２歳になると町が交付した予診票は使えなく

なり、料金が自己負担になります。

○第２期～第４期の実施期間は、平成２３年３月３１日までです。それ以降は、町の交付した予診票は使用できません

ので、料金が自己負担になります。

○次のいずれかに該当する方は、下記担当までご連絡くださいますようお願いします。

　・以前に麻しん及び風しんにかかったので（医師の診断による）接種を希望しない。

　・麻しん及び風しんの予防接種を２回以上したことがあるため接種を希望しない。

　予診票等は、第１期は予防接種手帳に入っています。第２～４期は、平成２２年４月に対象者の方へ郵送しておりま

す。予診票をなくされた方や、年度途中で転入してもらっていない方は、下記までご連絡ください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　保健師　�３５５-０７０３

日本脳炎ワクチン接種について

　町では要介護 1から要介護 5に認定された方を対象に障害者控除対象者認定書

を発行します。所得税や住民税の申告をする時にこの認定書を添付すると、本人

またはその扶養者が障害者（特別障害者）控除を受けることができます。なお、

認定書が必要な方は、下記までお問い合わせください。

※身体障害者手帳等をお持ちの方は手帳を提示し、控除を受けてください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　� 355-0677

要介護認定による障害者控除対象者の認定書について
●日時　1月 13 日（木）

　午前 10時～午前 11 時 30 分　　

●定員　6～ 8人程度

●場所　ふれあいの家（高城）

●内容

　・日頃の介護についての情報交換

　・介護保険などの情報提供など

●申込締切　1月 12 日（水）まで

●申込み・問合先

　町民福祉課健康長寿班　

　松島町地域包括支援センター

　� 354-6525

介護者交流会のお知らせ

要介護認定結果区分控 除 区 分

要介護 1・2障 害 者 区 分

要介護 3・4・5特 別 障 害 者 控 除

要介護 1・2で寝たきり度Ｂランク以上

または認知症Ⅲランク以上

麻しん風しん混合ワクチンについて
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　所得税（譲渡所得を含む）・消費税及び地方消費税・贈与税の確定申告書作成会場をマリンゲート塩釜3階マリンホー

ル（塩釜市港町 1-4-1）に開設します。

●開設期間　2月 1日（火）～ 3月 15 日（火）　（土・日・祝日除く）　　●開設時間　午前 9時～午後 4時

※塩釜税務署内には、確定申告書作成会場を開設していませんので、確定申告書作成会場 ｢マリンゲート塩釜 3階マ

リンホール ｣をご利用ください。なお、確定申告書等の提出については、税務署窓口でもお受けします。

　申告と納税の期限は、所得税・贈与税は 3月 15 日（火）まで、消費税及び地方消費税は 3月 31 日（木）までです。期

限間近になりますと大変混雑しますので、お早めに。

インターネットで確定申告！

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の ｢確定申告書等作成コーナー ｣により、所得税・消費税等の確定申告書や青

色申告決算書等が簡単に作成できるほか、e-Tax への直接送信も行うことができます。

●問合先　塩釜税務署　� 362-2151（代表）
　確定申告に関する一般的なご質問は、電話相談センターをご利用ください。自動音声でご案内します。

塩釜税務署からのお知らせ

　事業資金を必要として融資を受けようとする中小企業者に対して、町が 斡旋 を行い金融の円滑と経営の合理化を図
あっせん

る目的で設けた制度ですのでぜひご活用ください。

●申込期間　平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31 日　　●申込先　松島町商工会

●融資対象者

（1）松島町に事業所又は店舗並びに住所を有し、現に事業を営んでいるもの

　　　（法人のときは、松島町に事務所又は店舗を有し、現に事業を営んでいるもの）

（2）前年度までの町税を完納し、かつ債務の全部を弁済できると認められるもの

（3）事業内容が堅実で社会的に信用があるものと認められるもの

（4）保証協会で代位弁済を受けていないもの　　（5）金融機関の取引停止を受けていないもの

※業種によって対象とならないものがありますのでご注意願います。

●問合先　産業観光課商工観光班　� 354-5708　　松島町商工会　� 354-3422

中小企業振興資金・小企業小口資金制度のご案内

保証人・担保貸付利率貸付期間
貸付

限度額

資金の

使途

融資の

種類

原則として法人代表者以外の連帯保証人は不要。※経営者
の健康上の理由等で連帯保証人が必要となる場合がありま
すが、その場合の連帯保証人は、塩竈市、多賀城市、宮城
郡及び黒川郡の区域内に 2年以上住居している方です。

年利

2.20％

7 年以内

10 年以内

1,000 万円

以内

運転資金

設備資金

中小企業

振興資金

保証人・担保不要
年利

2.20％
5 年以内

300 万円

以内

運転資金

設備資金

小企業

小口資金

　町では、勤労者の社会的・経済的地位の向上を図るため、有利な条件で安心して融資を受けられるように制度を設

けています。

●問合先　産業観光課商工観光班　� 354-5708　　東北労働金庫塩釜支店　� 364-3115

町内で働く勤労者のみなさまへ

町内に勤務または、住所がある勤労者の方融資の対象勤労者生活安定資金融資の名称

本人と家族の婚姻、出産、療養、学費、耐久消費財、その他生活安定資金と認められるもの融　資　内　容

年利 2.50％利　　　率150 万円以内融資限度額

5年以内の分割払い期　　　間

・日本労働者信用基金協会の保証（別途保証料　年 0.7％～ 1.2％）

・宮城県労働者福祉基金協会から保証料が補給される場合があります
保　証　人

　借入申込書・所得証明書・健康保険証・住民票（謄本）・印鑑証明書（本人）・その他、東北労働

金庫が必要とする書類
必　要　書　類
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　もういくつ寝るとお正月♪お正月といえば「お餅」ですが、毎年、必ずと言っていいほど、のどに

詰まらせる事故が起きています。最悪、死亡にもつながる怖い事故です。そうならないように家族み

んなで注意しましょう。

ポイント

○お餅を食べやすい大きさに切る　○お餅を食べる前と合間にも、水分を十分に取り、喉を湿らせておく

○ゆっくりよくかんで食べる　　　○不測の事態に備えて、なるべく一人では食べない。　などがあります。

　また消防署では、万が一、食べ物等がのどに詰まったときの対処法を紹介する救命講習会を実施しておりますので、

これを機会に受講してはどうでしょうか？

ご協力をお願いします !!

　消火栓や防火水そうは、火災が発生したときに使用する大切な施設です。消防署においても除雪を行っていますが、

大雪時には除雪が遅れる場合もあります。下記に注意のうえ、お近くの消火栓などの除雪にご協力ください。また消

防水利への雪寄せや車両の駐車にもご注意ください。

○車や歩行者に十分気をつけて実施してください。　

○重たい雪に埋まっている事もあります。足や腰を痛めないよう、無理はしないでください。

●問合先　松島消防署　� 354-4226

お餅の事故 !?

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しくて…」、「つい、うっかり…」といった理由でも保険料の納め

忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられなくなったりします。また、万が一のときの

障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめします。

　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金庫で利用できます。申し込みの際は、

年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を記入して、口座振替を希望される金融機関等の窓口に提出

してください。

●問合先　ねんきんダイヤル　� 0570-05-1165

国民年金保険料の納付は便利・安心・確実な口座振替で！

　3年に一度の一斉改選により、下記の皆さんが平成 22年 12 月 1日から 3年の任期でわが町で民生委員・児童委

員・主任児童委員として、地域の福祉の相談にあたります。

　厚生労働大臣と県知事の委嘱を受け、ボランティアとして社会福祉の増進にご協力いただく方々です。

　生活困窮、高齢者や障がい者、母子父子家庭、虐待防止などの身近な相談にあたり関係機関と協力して支援します。

※民生委員活動に関するお問い合わせは下記までご連絡ください

●問合先　町民福祉課福祉班　� 354-5706　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略

～わが町の民生委員・児童委員～

担当地域氏　名担当地域氏　名担当地域氏　名
蒲・大日向・中才小畑　浩帰命院下・居網・小森・新小梨屋佐々木　稔松島 1・2・3大宮司　貴美子
貝 1・2・藤の巻安住　栄子反町・三居山赤間　礼子松島 4・5・6渡邉　久子
上竹谷全域秋保　政勝新橋・愛宕和賀　さよ子松島 7・8・9赤崎　知子
小ケ谷・明神崎・新田角田　富子磯 1・3今野　忠一松島 10・11千葉　丈夫
中通・上幡谷戸石　のぶ子磯 4・7宮内　純松島 12・13新田　晴子
品井沼 1・2菅野　正己磯 5保原　民子西 1・2丹野　俊彦
根廻全域阿部　徳恵磯 10木皿　壽子高 1・割波阿部 健一
初原 1・2木村　松一元手樽・左坂高橋　信子高 2・3・新 3佐々木　静江
初原 3・4澁谷　正�名込・古浦梅森　みつ子高 4・5・中・光陽台・割波 2小澤　仁
桜渡戸全域大山　富久子早川・三浦櫻井　久美子高 6・新 6内海　清子
町全域（主任児童委員）小野　満子中出山・芋沢・滝の沢飯川　玲子高 7・8菅野　大
町全域（主任児童委員）竹谷　久後小泉・十文字山崎　光子高 9・10中村　典子
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放送大学 4月生募集

　放送大学では、平成23年度第1学

期（4月入学）の学生を募集しています。

　放送大学では、テレビやラジオの

放送、インターネットなどを通して

学ぶ遠隔教育の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自

然科学など、幅広い分野を学べます。

　出願期間は 2月 28 日（月）まで。

資料を無料で差し上げています。お

気軽に放送大学宮城学習センター

� 224-0651 までご請求ください。

放送大学ホームページでも受付けて

います。

※放送大学では、平成 23年 10 月か

らＢＳデジタルによる授業の放送

を開始予定（現在のＣＳデジタル

による授業の放送は、平成 24年

3月末終了予定）

●日時　1月 24 日（月）

　午後 4時～午後 5時 30 分

●場所　ホテルグランドパレス塩釜

●講師　�てっぺん　代表取締役

　大嶋啓介氏

●参加費　無料

●問合先　社団法人塩釜法人会

　� 365-8859

新春講演会

本気のチームづくり

―夢を持てば人は輝く―

検察審査会とは？

　検察審査会とは、選挙権を有する

一般国民から選ばれた 11人の検察

審査員が、いわば国民を代表して、

検察官が被疑者を裁判にかけなかっ

たこと（これを「不起訴処分」とい

います）の善し悪しを審査するのを

主な仕事にしているところで、刑事

手続きの中に国民の良識を反映させ、

よりよい刑事司法を実現するために

設けられているものです。

　事件や事故にあわれた方や、その

遺族の方等で、検察官から「事件は

不起訴処分とした」旨の連絡があっ

た場合、その処分に納得がいかない

ときは、検察審査会の審査を求める

ことができます。

　審査の申立てには、費用は一切か

かりません。また、申立人の秘密は

固く守られます。検察審査会の窓口

では、申立てについての相談を受付

けています。

●問合先　仙台検察審査会事務局

　� 222-4750　

　ホームページ

　www.courts.go.jp/kensin/

塩釜法人会女性部会

新春講演会・賀詞交歓会

●日時　1月26日（水）　午後4時～

●場所　ホテルグランドパレス塩釜

●演題　「海上保安庁の役割　～国民

の安全・安心のために～」

●講師　第二管区海上保安本部

　本部長　野俣光孝　氏

●参加費　講演会のみ　無料

　賀詞交歓会まで　4,000 円

●対象　老若男女問わず

●問合先　社団法人塩釜法人会

　� 365-8859

合氣道無料体験

　心を静めることで、大事な場面で

力を出せるようになります。楽しみ

ながら心と身体を磨いてみませんか。

●日時　毎週土曜日

　子ども　午後 1時 30 分～

　大人　　午後 2時 40 分～

●場所　華園集会所

●問合先　竹田　� 767-8024

みやぎ矯正展

●日時

　1月15日（土）午前9時～午後4時

　1月16日（日）午前9時～午後3時

●場所　産業見本市会館サンフェス

タ（1階 101 展示場）（仙台市若林

区卸町 2-15-2）

●内容　刑務所作業受注コーナー、

パネル展示等コーナー、受刑者・

収容少年による書画作品の展示

コーナー、矯正広報ビデオの上映

コーナー、性格検査体験コーナー、

刑務所作業製品・職業補導製品の

展示・即売、体験等、ちびっこ刑

務官写真撮影、地域住民参加によ

る各種イベント

●問合先　仙台矯正管区作業課

　� 286-3715
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●日時　1月 9日（日）　午前 10時～
●場所　中央公民館
●対象　平成2年4月2日～平成3年
　　　　4月 1日生まれの方

●その他　勤労、就学等により町内に
住所を有しない方で式典参加を希望

の方は、お早めに中央公民館までご

連絡ください。

●申込み・問合先　中央公民館
　� 353-3030
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　平成23年1月9日（日）の松島町成人式終了後、松島中学校卒
業生における同級会を企画しておりますのでぜひご参加ください。
　出席する場合は下記までご連絡ください。
●日時　1月 9日（日）　午後 6時～午後 8時
●場所　SHAFT（仙台市青葉区国分町 2-10-11
　　　　　　　　第 3吉岡屋ビル4F）
●会費　3,500 円
●集合時間及び集合場所　午後 5時に藤崎前
●問合先　成人式実行委員長　菅原 陵斗　� 080-1678-3555
　　　　　メールアドレス：allegro-79@docomo.ne.jp

成人式実行委員会からのお知らせ
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健 康 ら ん ど

≪心の健康づくり⑩≫　～笑う門には福来る～
　現代はストレス社会と言われていますが、ストレスを感じながら過ごしている方も多

いのではないかと思います。ストレスにも、良いストレスと悪いストレスがあります。

良いストレスが生む適度な緊張感は生活する上では必要ですが、悪いストレスは心身と

もにダメージを与えますので、ため込まずに発散することが大切です。

　皆さんには自分なりのストレス解消法がありますか？友だちとおしゃべりをする、美

味しいものを食べる、体を動かす、音楽を聴く、カラオケで歌を歌う…など様々な方法

があると思いますが、“笑う”こともストレス解消につながります。

　笑いにはとても良い効果があります。免疫力がアップして抵抗力がついたり、副交感

神経を刺激して血行促進したり緊張をほぐしたりします。また、がん細胞を攻撃する性

質のあるNK細胞（白血球の一種）が活性化し、がん細胞の増殖を抑える効果もありま

す。さらに、笑い過ぎるとおなかが痛くなるように、笑うとおなかや胸などの筋肉を使

いますので、運動不足の方や高齢の方にとっては筋肉のトレーニングになり、肺の強化

にもつながります。

　ただ、ストレスがあると、笑うことが少なくなってきます。誰かとおしゃべりしたり、

お笑い番組を見たり、面白い映画を見たり、何でも良いですのでぜひ笑ってみてくださ

い。どうしても笑えないときは、作り笑いでも効果があります。作り笑いをしているう

ちに、自然に笑えるようになるかもしれません。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５-０７０３

　12月10日の3歳6カ月児健診で、むし

歯のなかったお子さんを紹介します。

　　　　 相  澤 　 心暖 ちゃん（松島）　
あい ざわ ここの

　　　　 跡  部 　 瑛  章 くん（幡谷）
あと べ てる ゆき

　　　　 村  田 　 莉  乃 ちゃん（松島）
むら た り の

　　　　 磯  田 　 芽  衣 ちゃん（磯崎）
いそ だ め い

　　　　 萩  原 　 和  也 くん（松島）
はぎ わら かず や

　　　　 石  山 　 千翔 くん（高城）
いし やま かずと

　　　　 赤  間 　 颯  太 くん（磯崎）
あか ま そう た

　　　　 赤  間 　さくらちゃん（初原）
あか ま

　　　　　　　　　　　以上、８人でした。

★これからも良い食習慣と

　歯みがきを続けて、きれ

　いな歯を守りましょう！笑いでストレスも病気も吹き飛ばして、寒い冬を乗り切りましょう！�

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
1 月 11 日（火）、1月 24日（月）、2月 7日（月）
母子健康手帳の交付　9：30～ 11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５-０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
1 月 5日（水）　2歳 6カ月児歯科健診（H20.7 月～ 8月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
1月5日（水）　2歳児むし歯予防教室（H20.12月～H21.1月）
　　　　　　　　　　　　受付　13：00 ～ 13：15
1月7日（金）　3～4カ月児健診（H22.8月6日～H22.10月7日生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
2月1日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H22.6月～7月生）
　　　　　　　　　　　　受付　9：30～ 9：45
2 月 1日（火）　1歳 6カ月児健診（H21.6 月～ 7月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
2 月 4日（金）　3歳 6カ月児健診（H19.7 月～ 8月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
2 月 9日（水）　1歳児パクパク教室（H21.12 月～ H22.2 月生）
　　　　　　　　　　　　受付　9：30～ 9：45

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
1 月 11 日（火）、1月 18日（火）　どんぐり保健室　　9：30～ 11：30
1 月 13 日（木）、1月 26日（水）　どんぐり保健室　13：30 ～ 14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
1 月 13 日（木）　あったか～い（ひだまり）
1月 18日（火）　あったか～い（どんぐり 1班）
1月 19日（水）　あったか～い（公民館）
1月 20日（木）　あったか～い（健康館）
1月 21日（金）　あったか～い（品井沼）
1月 25日（火）　あったか～い（どんぐり 2班）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
1 月 14 日（金）　健康の日イベント

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人 30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

その他の事業
1 月 21 日（金）　いちおし健康塾

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV 抗体・クラミジア抗体検査　1月 5日（水）、1月 19日（水）
＊ HIV 抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。
骨髄バンク登録受付　1月 5日（水）、1月 19日（水）
　　　　　　　　　　10：00 ～ 11：00
●申込み・問合先
　塩釜保健所　障害者支援班　�３６３-５５０７
　塩釜保健所　疾病対策班　　�３６３-５５０４
　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）
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　健康づくりに最適な「ダンベル体操」を行います。

　「ダンベル体操」は脂肪を燃やし筋肉を増やす運動で、自宅でも手軽

にできます。　

　忙しい方はもちろん、運動が苦手な方でも、ふだん着で行えます。

ぜひ、体験してみませんか？

記

●日　時　1月 14日（金）　午前 10時～午前 11時 30分
●場　所　松島町温水プール（美遊：2階スタジオ）
●内　容　軽運動（ダンベル体操、他）
　　　　　　　　※室内用運動靴を持参ください。

●参加費　300 円
●申込み・問合先
　　　　　1月 13日（木）まで下記へお申込みください。

　　　　　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　

　　　　　�３５５-０７０３

ダンベルは
用意しています。

≪今月のピカピカ賞≫≪今月のピカピカ賞≫
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地元から愛される芸人を目指して
お笑い芸人ニードル 伊藤政仁さん・石垣進之介さん

2011 1月号  No. 433

文化祭をきっかけとして
　２００１年にデビューしたお笑い芸人ニードルの伊藤政

仁さんと石垣進之介さんは、中学時代からの同級生。

現在は仙台や松島など地元を拠点として活動していま

す。

　お笑い芸人を目指そうと思ったきっかけは、クラス

の人気者だった伊藤さんが石垣さんを誘い文化祭で出

し物をしたこと。そこから２人で本気でお笑い芸人に

なろうと決意したそうです。

　不安定な職業ということもあり、最初は親も本気に

はしていない様子でしたが、次第にテレビや新聞で活

躍するニードルの姿を見て応援してくれるようになっ

たそうです。

お笑い芸人として活動することが生きがい
　お笑い芸人として活動してきて「県内各地に行ってラ
イブを行えることが嬉しいです。お客さんから『見てま
す』という声を頂けることが、芸人をやっていて良かっ
たと思える瞬間です」と話してくれました。
　最近では東京に出向きライブを行うなど修行もして
いるニードル。「東京の芸人を見てると刺激を受けるの
で、東京の芸人に負けないよう今以上に一生懸命ネタ
づくりに励もう」という気持ちになるそうです。
　「安定した職業ではないですし、他の同級生が結婚し
たり子どもが産まれたりしているのを見ると、劣等感
を感じることもあります。でも好きなことを仕事にで
きているので、とても幸せです」と話していました。

夢はご当地芸人として知られること
　松島町のイベントに何度も出演しているニードルの
２人。「今年は地元の各局でテレビ出演をさせて頂きま
した。地元には同級生の人や近所の人もいて、とても
温かみがあります。このつながりがとてもありがたい
し、これからも大事にしていきたいですね。ニードル
を知らなかった人にも口コミで知ってもらえることが
あるので、これからもご当地芸人として活動していき
たいです」と伊藤さんと石垣さんは口を揃えて話してい
ました。

（Ｈ ２２ 年 １2 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,444 人（－    7）　   人口 15,409 人（－13）
女 7,965 人（－    6）　   5,497 世帯（+   1）

浅井元義スケッチシリーズ

▲佐藤純仁さん▲伊藤政仁さん（左）と石垣進之介さん

　

松
島
町
出
身
の
青
木
存

義
が
大
正
時
代
に
作
詞
し

た
唱
歌
が
『
ど
ん
ぐ
り
こ

ろ
こ
ろ
』
で
す
。
幼
少
の

頃
、
朝
寝
坊
だ
っ
た
青
木

を
早
起
き
さ
せ
よ
う
と
母

親
が
庭
に
ど
じ
ょ
う
を
放

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
木
の
母
校
で
も
あ
る

第
五
小
学
校
の
敷
地
は
、

青
木
が
幼
少
時
代
を
過
ご

し
歌
の
舞
台
に
も
な
っ
た

屋
敷
跡
で
す
。
歌
碑
は
一

九
八
七
（
昭
和
六
十
三
）

年
に
校
門
脇
に
建
立
さ
れ
、

今
で
も
校
歌
同
様
に
歌
い

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
碑
は
観
瀾
亭

前
庭
に
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の
碑
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